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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は人工膝関節全置換術（TKA）後患者を対象に、超音波診断装置を用いて骨格筋評

価を行い、術後の運動機能との関連を検討し、その評価方法の有用性を検討したものであ

る。その結果、TKA後患者において骨格筋量の減少と筋内脂肪の増大が認められ、また超音

波診断装置で評価した骨格筋の状態が術後の運動機能と関連を示すことが明らかとなった。

本論文の内容は、TKA後患者における骨格筋評価の必要性と、その評価法として超音波診断

装置が有用である可能性を示しており、運動器リハビリテーション分野で明らかに学術水

準を高めたものと認める。 


